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Web 補足①

アポロニウスの円（講義編 p.51の補足）

　アポロニウスの円について初等幾何で説明しておきます。
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　この定理を証明するには，角の二等分線の定理が必要です。

　Dは ABを AC：BCに内分する点、Eは ABを AC：BCに外分する点です。
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定理　（アポロニウスの円）

　平面上の 2定点 A、Bに対し、PA：PB=1：k（kj1）となる点
Pの軌跡は円になる。

定理　（角の二等分線の定理） 

　△ABCの辺 AB上の点Dと辺 ABの延長線上の点 Eがそれぞれ、
　　　　　　AC：BC=AD：BD 　　AC：BC=AE：BE

を満たすとき、CDは∠ ACBを二等分し、CEはAACBの外角
を二等分する。
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　CDはAACBを二等分することを示してみましょう。

　CB=CFとなるように ACの延長上に Fを取ります。
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　AD：BD=AC：CFですから、DCcBFです。

　AACD=ACFB=ACBF=ABCD

となるので、CDはAACBを二等分します。

　次に、CEはAACBの外角を二等分することを示してみましょう。

　CB=CGとなるように辺 AC上に Gを取ります。
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　AE：BE=AC：CGですから、CEcGBです。

　ABCE=ACBG=ACGB=（AACEの補角）

となるので、CEは∠ ACBの外角を二等分します。 （証明終わり）

　角の二等分線の定理を用いて、アポロニウスの円の定理を示しましょう。

　ABを 1：kに内分する点を D、外分する点を Eとします。

DCcBF 二等辺三角形 DCcBF

CEcGB 二等辺三角形 CEcGB
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すると、PA：PB=1：k（kj1）となる Pについて、角の二等分線の定理を用い

て、PDはAAPBを、PEはAAPBの外角を二等分します。

　○*2+△*2=pですから、〇+△は直角です。

　Pは 2定点 D、Eを直角に見込む点ですから、円周角の定理の逆により、Pは

DEを直径とする円上にあります。Pの軌跡が円になることが示されました。

 （証明終わり）




